
様式第１号（第３条関係） 

自 衛 消 防 訓 練 等 実 施 通 知 書 

○○年○○月○○日 

  堺市消防長（ ○○ ）消防署長 様 

（統括）防火管理者・（統括）防災管理者・その他の関係者 

職・氏名   店長 ○○ ○○     

電  話   ○○○－○○○○     

 消防法第８条第１項及び第８条の２第１項（第３６条第１項）に規定する消防計画に基づく訓練

その他の消防関係法令に係る訓練を実施しますので、次のとおり通知します。 

所 在 地 
    ○ 市   ○  区・町・丁  ○   町 

○  丁・丁目   ○  番・番地  ○ 号 

防火対象物又は 

事業所の名称等 
○○ビル 

実 施 日 時 〇年 〇月 〇日 〇時 〇分から 〇時 〇分まで 

訓練の規模等 
☑敷地・建物全体 ☐一部の棟・階・テナント ☐その他

（        ） 

訓練の参加者等 ☐単一権原  ☐全てのテナント ☑一部のテナント（一覧表添付必要） 

訓練の実施方法 ※いずれかを選択  ☐自主的に実施（原則） ☑消防署員等の派遣を要請 

１１９番への訓練通報 ☐有 ☑無（方法：内線電話で代用します） 

訓 練 種 別 

※防火、防災、その

他のいずれかを

選択 

☑防火 
☑消火訓練 ☑通報訓練 ☑避難訓練     （複数選択可） 

☐総合訓練 ☐合同訓練 ☐マニュアル検証訓練 ☐その他     

☐防災 ☐地震災害訓練 ☐毒性物質発散訓練 ☐その他 

☐その他 ☐その他の訓練（                ） 

参加予定人員等  従業員○○名（訓練指導者 職名 店長  氏名 ○○ ○○ ） 

訓 

練 

概 

要 

訓練の内容（想定・消防活動など具体的に記入してください。別途資料を添付してもかまいません。） 

（例） ○階○○店の厨房から火災が発生、逃げ遅れた者がいるという想定で非常ベルを押し、

訓練を開始。○○店従業員が初期消火を行い、○○会社の従業員が１１９番通報（内線電話使

用します）を行う。同時に自衛消防隊長以下他の隊員が避難誘導を実施し、全員が屋外へ避難、

屋外で逃げ遅れの確認をし訓練終了する。 

※ 受 付 欄 ※ 資 器 材 欄 ※ 経 過 欄 

 
  

 

【説明】 

・ 「自主的に実施」とは、消防署員が立会いをせず、事業所だけで訓練を実施する場合です。 

・ 「総合訓練」とは、火災発見からの公設消防隊到着までの一連の活動を行う訓練です。 

・ 「合同訓練」とは、公設消防隊と合同で行う訓練です。実施には事前の調整が必要です。 

・  防火管理者の責務である防火訓練と、防災管理者の責務である防災訓練は別の訓練です。防災   

 管理者が防火訓練と防災訓練を企画する場合は、別の訓練として訓練毎に通知書の提出が必 

要です。なお、防火訓練と防災訓練を連続して実施することは問題ありません。 

管轄する署を記入 

この欄には記載しないでください 

（記入例） 

火
災
通
報
装
置
を
使
用
す
る
場
合
は
消
防
署
員
の
派
遣
が
必
要
で
す
。 


